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寛
文
末
期
、
河
村
端
賢
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
奥
羽
城
米
輸
送
制
度
の整備についての研究はこれまで古田良一氏・渡辺信丸邸
（１）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
両
氏
の
研
究
は
基
本
史
料
と
し
て
新
井
白
石
が
著
し
た
「
奥
羽
海
運殻」を使用して、東廻り・西廻り両航路について論じた
も
の
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
本
稿
で
取
り
上
げ
る
東
廻
り
航
路
に
お
け
る
整
備
の
意
義
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
①
城
米
輸
送
を
従
来
の
商
人
請
負
方
式
か
ら
幕
府
直
営
方
式
（
御
直
廻
）
に
変
更
し
、
伊
勢
・
尾
張
・
紀
伊
等
の
民
間
船
を
雇
用
し
た
。
②
阿
武
隈
川
の
舟
運
機
構
と
積
み
出
し
地
で
あ
る
陸
奥
国
荒
浜
湊
の
整
備
を
行
っ
た
。
③
年
貢
納
入
後
、
冬
船
で
那
珂
湊
幕
府
直
営
方
式
城
米
輸
送
制
度
の
成
立
（
井
上
）
幕
府
直
営
方
式
城
米
輸
送
制
度
の
成
立
１
束
廻
り
航
路
に
お
け
る
城
米
輸
送
を
中
心
に
Ｉ
は
じ
め
に
か
銚
子
口
へ
輸
送
し
て
、
利
根
川
舟
運
に
接
続
し
て
い
た
輸
送
方
法
を
、
夏
船
で
房
総
半
島
を
迂
回
す
る
航
路
で
の
輸
送
方
法
に
変
更
し
た
。
④
平
潟
・
那
珂
湊
・
銚
子
川
・
小
湊
に
番
所
を
設
置
し
、
沿
道
（４）
の
諸
侯
・
代
官
に
城
米
船
の
保
護
に
あ
た
ら
せ
た
。
両
氏
の
研
究
は
、
東
廻
り
航
路
に
お
け
る
城
米
輸
送
制
度
を
考
え
る
上
で
現
在
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
課
題
も
残
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
両
氏
が
基
本
史
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
「
奥
羽
海
運
記』が二次史料であるという点である。これまで「奥羽海
運
記
」
は
、
新
井
白
石
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
根
拠
の
あ
る
史
料
と
し
て
無
批
判
に
使
用
さ
れ
て
い
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
二
次
史
料
で
あ
る
と
い
う
性
格
上
、
正
確
な
史
料
批
判
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ためには、城米輸送に関する一次史料を用い、この時期の
城
米
輸
送
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
井
上
拓
巳
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第
二
の
問
題
と
し
て
、
成
立
期
の
城
米
輸
送
制
度
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る。両氏とも河村瑞賢の整備について一一一一口及するのみで、そ
れ
以
降
ど
の
よ
う
に
城
米
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
特
に
東
廻
り
航
路
に
お
け
る
城
米
輸
送
に
つ
い
て
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
研
究
が
な
い
の
が
現
状
（５）
である。
以
上
の
よ
う
な
研
究
史
上
の
問
題
点
を
克
服
す
る
た
め
、
本
稿
で
は磐城平藩「内藤家Ｌ謎」を基本史料として使用し、東廻
り
航
路
に
お
け
る
城
米
輸
送
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
東
廻
り
航
路
に
お
け
る
幕
府
直
営
方
式
城
米
輸
送
制
度
の
成
立
過
程
を
検
討
す
る
。
研
究
史
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
商
人
請
負
方
式
で
行
わ
れ
て
い
た
城
米
輸
送
が
、
河
村
端
賢
に
よ
る
輸
送
を
経
て
、
幕
府
塩
営
力
式
へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
輸
送
に
つ
い
て
、
法
制
面
か
ら
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
幕
府
直
営
方
式
の
城
米
輸
送
制
度
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
う
し
た
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
で
な
か
っ
た
城
米
輸
送
制
度
に
関
し
て
新
た
な
知
見
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
稿
の
検
討
対
象
は
陸
奥
国
信
夫
・
伊
達
郡
の
城
米
の
輸
送
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
「
福
島
領
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
地
域
に
法
政
史
学
第
六
十
七
号
寛
文
四
年
、
米
沢
藩
の
半
知
召
上
に
よ
り
、
陸
奥
国
信
夫
・
伊
達
両
郡
一
二
万
石
の
福
島
領
が
幕
領
と
な
り
伊
奈
半
左
衛
門
忠
克
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
初
め
て
陸
奥
国
福
島
領
域
米
の
江
戸
へ
の
輸
送
が
必
要
と
な
り
、
商
人
の
請
負
に
よ
っ
て
輸
送
が
行
（７）
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
城
米
輸
送
を
請
け
負
う
者
は
江
一
Ｐ
で
募
集
さ
れ
た
。
請
負
人
の
募
集
は
町
触
で
行
わ
れ
、
寛
文
十
年
ま
で
に
数
度
募
集
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
町
触
の
中
で
確
認
できる一番古い、寛文五年二月の町剛組検討する。
（寛文囚）
先
日
も
相
触
候
福
島
領
辰
ノ
御
年
貢
米
、
江
一
戸
江
相
廻
し
被
成
候
付
、
道
中
運
賃
駄
賃
諸
色
入
用
入
札
之
儀
、
落
札
之
者
手
前
相
違
有
之
二
付
、
余
仁
之
者
二
可
被
仰
付
由
一
一
候
問
、
望
之
者
お
け
る
寛
文
期
か
ら
天
和
期
ま
で
の
幕
領
の
変
遷
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
米
沢
藩
の
削
封
に
よ
っ
て
幕
領
と
な
っ
た
信
夫
・
伊
達
郡
は
当
初
伊
奈
半
左
衛
門
忠
克
が
支
配
し
た
。
そ
し
て
寛
文
十
一
年
か
ら
は
国
領
半
兵
衛
重
次
が
代
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
延
宝
七
年
二
六
七
九
）
に
本
田
忠
国
が
封
ぜ
ら
れ
て
一
旦
幕
領
は
消
滅
す
る
が
、
天
和
三
年
（一六八三）に本田氏が転出したため再び幕領となり、柘
植
伝
兵
衛
宗
正
が
支
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
商
人
請
負
方
式
の
輸
送
二
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今
明
日
中
、
伊
奈
半
左
衛
門
殿
屋
敷
江
参
様
子
承
、
入
札
御
請
負
可
仕
旨
町
中
江
可
被
相
触
候
、
少
も
油
断
有
間
敷
候
、
（寛文五）
巳
ノ
ー
月
十
日
こ
の
町
触
は
寛
文
四
年
の
福
島
領
城
米
輸
送
の
請
負
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
も
同
様
の
内
容
の
町
触
が
出
さ
れ
て
請
負
人
が
決
ま
っ
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
他
の
者
に
請
け
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
再
び
請
負
人
を
募
集
す
る
こ
と
を
町
触
で
流
し
た
の
で
あ
る
。
町
触
の
中
に
「
道
中
運
賃
駄
賃
諸
色
入
用
入
札
」
と
あ
る
よ
う
に
運
賃
・
駄
賃
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
雑
費
を
含
め
た
入
札
を
行
っ
て
、
請
負
人
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
町
触
同
様
の
福
島
領
城
米
の
輸
送
請
負
に
関
す
る
町
触
は
寛
（９）
文
五
年
（
一
六
六
五
）
十
二
月
十
二
日
と
寛
文
六
年
十
月
二
十
六
（皿）
日
に
も
出
さ
れ
て
い
る
口
い
ず
れ
も
入
札
に
よ
っ
て
城
米
輸
送
の
華
雨
負
人
を
決
め
る
方
式
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
城
米
輸
送
を
請
負
人
に
委
ね
る
方
式
は
福
島
領
城
米
輸
送
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
同
時
期
の
出
羽
国
・
信
濃
国
・
陸
奥
国
長
沼
領
な
ど
の
城
米
も
福
島
領
と
同
じ
よ
う
に
請
負
方
式
で
輪
（、）
送
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
渡
辺
信
夫
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
同
時
期
の
仙
台
藩
や
南
部
藩
な
ど
東
北
諸
藩
の
年
貢
米
輸
送
も
請
負
方
式
（皿）
が一般的だった。
幕
府
直
営
方
式
城
米
輸
送
制
度
の
成
立
（
井
上
）
こ
う
し
て
み
る
と
請
負
人
に
よ
る
年
貢
米
輸
送
は
、
こ
の
時
期
に
東
北
地
方
で
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
城
米
に
し
る
諸
藩
年
貢
米
に
し
る
輸
送
を
行
う
に
は
多
く
の
人
員
や
費
用
が
か
か
る
た
め
、
輸
送
を
請
け
負
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
必
然
的
に
有
力
商
人
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
有
力
商
人
の
請
負
に
よ
る
年
貢
米
輸
送
（
商
人
請
負
方
式
）
に
つ
い
て
は
渡
辺
信
夫
氏
が
南
部
藩
な
ど
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
渡
辺
氏
に
よ
れ
ば
商
人
請
負
方
式
と
い
う
の
は
、
米
の
輸
送
を
請
負
商
人
に
全
て
任
せ
る
方
式
で
、
請
負
商
人
が
川
船
・
海
船
の
調
達
や
海
難
に
伴
う
損
失
ま
で
全
て
に
責
任
を
持
っ
て
い
た
。
幕
府
や
諸
藩
か
ら
す
れ
ば
江
戸
へ
の
米
の
輸
送
に
伴
う
煩
雑
な
業
務
や
海
難
の
損
失
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
請
負
料
（⑬）
が
高
額
で
あ
る
と
い
う
欠
点
も
あ
っ
た
。
渡
辺
氏
の
見
解
は
南
部
藩
な
ど
東
北
諸
藩
廻
米
を
検
討
し
て
述
べ
て
い
る
。
関
連
す
る
史
料
が
少
な
い
た
め
不
明
な
点
が
多
い
が
、
幕
府
の
城
米
輸
送
の
場
合
も
東
北
諸
藩
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ている。
福
島
領
城
米
の
場
合
は
江
戸
の
商
人
で
あ
る
渡
辺
友
以
が
請
け
負
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
史
料
的
制
約
も
あ
り
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
寛
文
十
年
に
水
戸
藩
領
の
磯
浜
沖
で
城
米
輸
送
船
が
破
船
し
た
際
に
発
行
さ
れ
た
浦
手
形
の
中
に
は
「
御
米
請
一一一
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法
政
史
学
第
六
十
七
号
負人渡辺長三郎」という文一一一一口が血爬、商人請負方式で輸送
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
商
人
請
負
方
式
城
米
輸
送
に
つ
い
て
、
幕
府
は
全
く
関
与
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
商
人
請
負
方
式
の
輸
送
に
関
連
し
て
寛
文
六
年
十
月
七
日
に
老
中
が
荒
浜
・
銚
子
間
の
浦
々
へ
触
を
出
（巧）
し
て
い
る
。
覚
奥
州
・
羽
州
御
蔵
入
之
所
々
八
木
江
戸
へ
運
送
候
問
、
仙
台
領
荒
浜
方
常
陸
国
銚
子
口
迄
船
永
積
候
問
、
自
然
風
波
之
節
者
其
浦
之
者
罷
出
、
船
不
破
損
様
示
可
入
精
、
若
於
今
遅
滞
者
可
為
曲事者也、
寛
文
六
午
十月戸七日
（板倉重矩）
内
膳
（
書
判
）
（土屋数直）
但
馬
（
書
判
）
（久世広之）
大
和
（
書
判
）
荒
浜
方
銚
子
川
迄浦々
中
福
島
領
の
城
米
は
阿
武
隈
川
舟
運
を
使
っ
て
、
河
口
の
荒
浜
ま
で
運
ば
れ
、
そ
こ
で
海
船
に
積
み
替
え
ら
れ
て
江
戸
方
面
へ
輸
送
さ
れ
る
。
こ
こ
で
挙
げ
た
史
料
は
、
荒
浜
か
ら
の
海
上
輸
送
の
た
め
に
出
さ
れ
た
浦
触
で
あ
る
。
嵐
な
ど
で
輸
送
船
が
危
な
い
場
合
に
は
救
助
を
す
る
よ
う
沿
岸
の
者
へ
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
宛
所
が
「
荒
浜
方
銚
子
ｕ
迄
浦
々
中
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
奥
羽
海
運
記
」
に
も
こ
の
時
期
の
城
米
輸
送
に
つ
い
て
「
漕
：
下
総
国
銚
子
ロ
、
自
一
銚
子
口
一
用
二
河
船
一
装
運
入
二
利
根
河
」
と
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
時
期
の
輸
送
経
路
は
荒
浜
か
ら
海
路
で
銚
子
口
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
利
根
川
を
経
（焔）
て江戸まで輸送されたと考蔭えてほぼ間違いないだろう。
以
上
、
商
人
請
負
方
式
の
輸
送
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
当
時
の
東
北
地
方
の
年
貢
米
輸
送
で
一
般
的
だ
っ
た
商
人
請
負
方
式
で
福
島
領
の
城
米
輸
送
は
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
輸
送
経
路
に
つ
い
て
は
荒
浜
か
ら
銚
子
ま
で
は
海
路
で
輸
送
し
、
そ
こ
か
ら
利
根
川
を
通
っ
て
江
戸
へ
輸
送
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
商
人
請
負
方
式
で
の
城
米
輸
送
は
寛
文
十
年
ま
で
継
続
し
て
採
用
さ
れ
て
いた。寛文
五
年
か
ら
寛
文
十
年
ま
で
の
城
米
輸
送
は
商
人
請
負
方
式
で
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
寛
文
十
一
年
に
は
河
村
瑞
賢
の
指
揮
の
下
で
城
米
輸
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
輸
送
は
寛
文
十
一
年
に
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
輸
送
す
る
城
米
は
寛
文
十
年
の
も
の
で
あ
る
。
こ
一一河村瑞賢指揮による輸送
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こ
で
は
河
村
端
賢
の
城
米
輸
送
に
つ
い
て
史
料
に
沿
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
次
の
史
料
は
寛
文
十
年
十
月
二
十
日
、
江
戸
の
町
中
へ
出
さ
れ
た
（Ⅳ）
福島領城米輸送に関する町触である。
覚
（寛文十）
一
当
成
年
奥
州
棡
島
領
御
城
米
一
二
万
折
余
、
江
一
円
御
廻
シ
被
成
候
二
付
、
入
札
被
仰
付
候
間
、
望
之
も
の
ハ
来
ル
廿
六
Ⅱ
迄
之
内
一
一
国
領
半
兵
衛
殿
御
宅
江
参
、
御
指
図
を
請
、
入
札
仕
候
様
三
町
中
可
被
相
触
候
、
以
上
、
十
月
廿
日
町
年
寄
三
人
こ
れ
以
前
の
町
触
と
違
っ
て
、
こ
こ
で
は
輸
送
す
る
城
米
の
量
が
「
三
万
石
余
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
入
札
の
届
け
出
先
が
伊
奈
半
左
衛
門
か
ら
国
領
半
兵
衛
に
変
更
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
寛
文
十
年
に
国
領
半
兵
衛
が
福
島
代
両
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
点
以
外
は
目
立
っ
た
違
い
は
な
い
。
こ
の
町
触
を
受
け
て
河
村
端
賢
が
入
札
を
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
入
札
が
無
か
っ
た
た
め
に
幕
府
が
河
村
瑞
賢
に
輸
送
す
る
よ
う
に
打
診
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
町
触
の
直
後
に
河
村
瑞
賢
に
よ
っ
て
福
島
領
城
米
の
輸
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
｝っ。こ
の
町
触
の
約
一
ヶ
月
後
の
十
二
月
一
日
に
は
板
倉
重
矩
・
土
屋
幕
府
直
営
方
式
城
米
輸
送
制
度
の
成
立
（
作
土
）
数
直
・
久
世
広
之
・
稲
葉
正
則
の
老
中
四
名
が
、
江
戸
か
ら
仙
台
藩
（岨）
領
内
ま
で
の
浦
々
へ
触
を
出
し
て
い
る
。
覚（奥州
）
羽州福島領御城米江一戸へ机廻候間、難風之時分於浦
々
兼
而
被
仰
付
通
可
相
守
之
、
御
城
米
積
立
之
船
足
相
改
、
出
船
之
以
後
彼
船
中
へ
穀
物
一
切
不
可
売
買
、
万
一
船
破
損
濡
米
於
有
之
へ
不
紛
失
様
取
揚
置
之
、
荒
浜
・
平
形・中湊・銚子ロ・板久・古湊・江戸、此七ヶ所一一
川
村
端
賢
手
代
差
置
候
問
、
手
寄
之
所
へ
早
速
令
注
進
可
相
渡者也、
寛
文
十
戌
十
二
月
朔
日
江
戸
方
奥
州
仙
台
領
迄
浦
々
湊
中
ま
ず
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
宛
所
が
「
江
戸
方
奥
州
仙
台
領
迄
（板倉電矩）
内
膳
御
印
判
（ｔ屋数値）
但
馬
同
（久世広之）
大
和
同
（稲葉正則）
美
濃
同
五
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浦々湊中」となっている点である。先に検討した寛文六年
の
浦
触
の
宛
所
は
「
荒
浜
方
銚
子
ロ
迄
浦
々
中
」
と
な
っ
て
い
て
、
銚
子
以
南
に
つ
い
て
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
寛
文
十
一
年
の
浦
触
で
は
対
象
地
域
が
延
長
さ
れ
、
銚
子
か
ら
江
戸
ま
で
の
沿
岸
部
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
浦
触
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
先
に
検
討
し
た
寛
文
六
年
の
浦
触
と
同
じ
よ
う
に
城
米
輸
送
船
の
救
助
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
新
し
く
二
つ
の
点
が
盛
り
込
ま
れ
た。一点目は船足改ｎ凶ついてである。史料中には「御城米
積
立
之
船
足
相
改
」
と
あ
る
。
船
足
と
は
満
水
喫
水
制
限
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
積
み
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
に
、
積
荷
量
の
検
査
が
、
こ
こ
に
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
の
城
米
輸
送
は
商
人
請
負
で
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
船
足
改
め
な
ど
輸
送
の
安
全
に
関
わ
る
こ
と
は
す
べ
て
請
負
商
人
が
行
っ
て
い
た
。
河
村
端
賢
の
輸
送
に
先
立
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
船
足
に
関
す
る
文
言
が
浦
触
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
二
点
目
は
河
村
端
賢
の
手
代
に
つ
い
て
で
あ
る
。
も
し
船
が
破
損
す
る
な
ど
し
て
濡
米
が
で
き
た
場
合
、
そ
の
場
所
か
ら
最
も
近
い
河
村
瑞
賢
の
手
代
へ
連
絡
せ
よ
と
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
瑞
賢
の
手
代
が
濡
米
を
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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史
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瑞
賢
の
手
代
の
任
務
は
濡
米
処
理
以
外
に
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
手
代
が
派
遣
さ
れ
た
荒
浜
・
平
形
（
平
潟
）
・
中
湊
（
那
珂
湊
）
・
銚
子
ロ
・
板
久
（
潮
来
）
・
古
湊
（
小
湊
）
・
江
戸
は
い
ず
れ
も
航
路
上
の
重
要
拠
点
で
あ
る
。
そ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
城
米
を
輸
送
す
る
船
の
監
視
と
い
う
任
務
を
瑞
賢
の
手
代
が
担
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
寛
文
十
一
年
四
月
、
磐
城
平
藩
領
の
沖
で
福
島
領
城
米
輸
送
船
が
停
泊
し
て
い
る
と
き
に
瑞
賢
手代が現地に現れて几秘・具体的に何をしていたかは史料
か
ら
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
城
米
輸
送
船
の
監
視
が
瑞
賢
（皿）
手代の任務の一つであったと一一一一口えよう。
ま
た
潮
来
へ
の
手
代
派
遣
は
、
他
の
六
ヶ
所
へ
の
派
遣
と
は
別
の
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
潮
来
以
外
の
六
ヶ
所
は
荒
浜
・
江
戸
間
の
海
路
上
に
あ
る
。
一
方
、
潮
来
は
銚
子
口
か
ら
利
根
川
を
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
潮
来
に
つ
い
て
は
渡
辺
信
夫
氏
や
渡
辺
英
夫
氏
が
東
北
諸
藩
廻
米
の
事
例
か
ら
海
運
と
舟
運
の
結
節
点として機能していたことを明らかにして叺秘・海路で運
ば
れ
て
き
た
東
北
諸
藩
の
年
貢
米
が
舟
運
に
積
み
替
え
ら
れ
る
場
所
が
潮
来
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
河
村
端
賢
が
潮
来
に
手
代
を
派
遣
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
潮
来
の
結
節
点
と
し
て
の
機
能
を
重
視
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
勿
論
、
浦
触
の
宛
所
が
銚
子
以
南
を
含
む
江
戸
か
ら
仙
台
藩
領
ま
で
の
浦
々
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
河
村
瑞
賢
の
輸
送
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は
、
そ
れ
以
前
の
商
人
請
負
方
式
の
輸
送
と
は
違
い
房
総
半
島
を
廻
っ
て
江
戸
ま
で
海
路
の
み
で
輸
送
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
不
測
の
事
態
に
備
え
て
、
そ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
利
根
川
入
り
の
輸
送
ル
ー
ト
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
潮
来
へ
の
手
代
派
遣
は
そ
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
と言えよう。
以
上
、
寛
文
十
年
に
出
さ
れ
た
浦
触
を
中
心
に
河
村
端
賢
に
よ
る
輸
送
を
検
討
し
た
。
す
で
に
渡
辺
信
夫
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
河
村
瑞
賢
の
輸
送
の
意
義
と
は
、
そ
れ
ま
で
銚
子
入
り
で
行
わ
れ
て
い
た
城
米
輸
送
を
房
総
半
島
を
回
っ
て
江
戸
ま
で
海
路
で
直
送
す
る
方法に改めたことがあげら札秘・そして、輸送船の安全に
関
わ
る
船
足
改
め
を
制
度
化
す
る
と
と
も
に
、
手
代
を
航
路
上
の
重
要
拠
点
に
派
遣
し
て
輸
送
業
務
に
携
わ
ら
せ
る
な
ど
し
た
の
で
あ
る
。
河
村
瑞
賢
に
よ
る
輸
送
は
寛
文
十
一
年
の
輸
送
の
み
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
改
良
点
は
翌
寛
文
十
二
年
以
降
の
福
島
代
官
所
に
よ
る
直
営
方
式
の
城
米
輸
送
に
も
生
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る。
１
船
中
御
条
目
の
制
定
河
村
瑞
賢
の
輸
送
の
翌
年
か
ら
福
島
代
官
所
に
よ
る
城
米
輸
送
が
幕
府
直
営
方
式
城
米
輸
送
制
度
の
成
立
（
井
上
）
三
福
島
代
官
所
に
よ
る
輸
送
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
代
官
所
に
よ
る
輸
送
は
河
村
瑞
賢
の
輸
送
（型）
方
法
を
踏
襲
し
て
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
わ
け
ではなく、さまざまな改良が加えられていた。
こ
こ
で
は
代
官
所
に
よ
る
輸
送
に
先
だ
っ
て
寛
文
十
一
年
十
二
月
に
出
さ
れ
た
二
つ
の
法
令
を
中
心
に
検
討
し
て
く
。
一つ目の法令は五ケ条からなる城米輸送船への一趣」で
ある。
定
（１）
一
於
船
中
御
米
無
沙
汰
仕
間
鋪
候
、
附
火
之
用
心
堅
可
机
守
之
、
且
又
諸
勝
負
仕
ま
し
き
事
、
（２）
一
御
城
米
船
積
之
側
、
揖
柱
綱
碇
井
粗
米
薪
諸
道
具
等
に
至
迄、海中一一ｍ可入分不残積立、船足を請候巳後何
の
浦
に
て
も
私
之
荷
物
隠
候
而
不
可
積
之
、
若
日
和
無
之
致
永
逗
留
粗
米
不
足
之
時
者
、
何
の
浦
に
お
ゐ
て
も
相
調
、
其
趣
所
之
も
の
よ
り
証
文
可
取
之
、
、
然
偽
粗
米
に
准
之
、
商
売
之
米
調
於
積
之
へ
急
度
曲
事
可
申
付
事
、
（３）
一
遭
難
風
打
米
仕
候
て
、
不
叶
時
者
粗
米
不
残
捨
之
、
其
上
に
て
御
城
米
捨
可
申
候
、
浩
自
分
之
穀
類
於
残
置
者
、
可取上之事、
（４）
一
沢
手
米
有
之
者
入
念
可
干
之
、
附
海
中
二
而
船
且
〈
打
捨
於
令
不
足
者
着
船
之
湊
に
て
可
相
調
之
事
、
壹七
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史
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一（５）於江戸御城米不相渡已前、根米余分断なくして
陸江揚中間鋪事、
右
之
條
々
慥
相
守
可
申
候
、
若
相
背
之
族
於
有
之
ハ
訴
人
に
可
出
、
縦
同
類
た
り
と
も
其
罪
を
許
御
褒
美
可
被
下
之
、
且
亦
あ
た
を
不
成
様
可
被
仰
付
候
、
自
然
隠
置
脇
方
相
関
候
者
、
船
頭
者
勿
論
水
主
か
し
き
に
至
迄
、
悉
可
被
行
罪
科
者
也、
寛
文
十
一
年
亥
十
二
月
こ
の
「
定
」
は
後
に
「
船
中
御
条
目
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
寛
文
十
一
年
に
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
城
米
輸
送
船
の
遵
守
規
則
と
し
て
、
必
携
書
類
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
条
に
は
城
米
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
規
定
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
火
の
用
心
と
賭
け
事
の
禁
止
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
人
為
的
原
因
に
よ
る
城
米
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
条
で
は
、
ま
ず
城
米
輸
送
中
に
必
要
な
船
具
・
根
米
・
薪
・
諸
道
具
な
ど
を
残
ら
ず
積
み
込
む
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
自体も重要であるが、それ以上に重要なのが船足改めの基
準
を
定
め
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
御
城
米
船
積
之
側
」
に
船
具
・
根
米
・
薪
・
諸
道
具
を
全
て
積
み
込
ん
だ
上
で
船
足
改
め
を
行
う
と
い
う
基
準
を
こ
こ
に
設
定
し
た
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
船
足
改
め
を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
統
一
し
な
け
れ
ば
「
私
之
荷
物
」
を
隠
す
余
地
が
生
ま
れ
て
く
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
厳
格
に
船
足
改
め
の
基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
第
二
条
は
船
足
改
め
の
基
準
と
、
積
荷
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る。第
三
条
は
打
米
の
規
定
で
あ
る
。
城
米
輸
送
船
に
限
ら
ず
、
廻
船
が
輸
送
中
に
嵐
に
遭
っ
た
場
合
、
難
破
を
防
ぐ
た
め
に
積
荷
を
海
中
へ
捨
て
て
船
を
軽
く
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
米
を
捨
て
る
行
為
を
「
打
米
」
と
い
っ
た
。
第
三
条
は
「
打
米
」
を
す
る
際
に
は
、
ま
ず
根
米
を
全
て
捨
て
た
上
で
城
米
を
捨
て
る
よ
う
、
打
米
の
手
順
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
第
四
条
は
城
米
輸
送
時
に
沢
手
米
、
つ
ま
り
濡
米
が
で
き
た
場
合
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
た
と
え
嵐
に
遭
遇
し
な
く
て
も
、
城
米
輸
送
船
内
に
海
水
が
入
る
こ
と
で
城
米
が
沢
手
米
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
幕
府
は
沢
手
米
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
も
無
関
心
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
で
沢
手
米
は
念
を
入
れ
て
乾
か
す
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
沢
手
米
を
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
で
、
状
態
が
よ
け
れ
ば
江
戸
へ
輸
送
す
る
こ
と
も
で
き
た
し
、
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
沿
岸
の
地
で
干
米
を
売
り
代
金
を
得
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
第
五
条
で
は
江
戸
に
着
船
後
、
城
米
を
引
き
渡
す
前
に
根
米
を
無
八
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次に寛文十一年十一一月一一十一日に出された城米浦役し脳
任命に関する法牡惣検討する。
（寛文十一）
福
島
領
当
亥
之
御
城
米
江
一
Ｐ
運
送
之
儀
、
従
公
義
御
祓
廻
国
領
半
兵
衛
二
被
仰
付
候
間
、
領
内
何
浦
二
其
所
之
名
主
年
寄
之
内
見
計
、
壱
人
為
御
城
米
役
人
定
置
、
油
断
無
之
様
可
被
申
付
之
不
及
申
、
雑
而
被
仰
付
御
條
日
之
趣
領
内
念
入
可
被
申
付
之
、
右
之
者
ハ
領
主
之
用
事
相
達
候上、御城米之儀をも肝煎候得者、骨折可中二付、
御
城
米
相
廻
候
年
者
国
領
半
兵
衛
方
よ
り
五
人
扶
持
之
積
米
可
相
渡
候
間
請
取
之
、
半
兵
衛
方
よ
り
御
城
米
之
儀
一
一
付
申
遣
候
用
事
相
達
候
様
二
可
被
申
付
候
事
、
右
之
浦
役
人
二
可
申
渡
覚
一丁）兼而被仰付候御條目之表井船中江書付相渡候五
断
で
陸
に
揚
げ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
五
条
に
違
反
し
た
場
合
の
厳
罰
に
つ
い
て
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
船
中
御
条
目
」
は
城
米
輸
送
に
関
わ
る
規
定
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
城
米
を
輸
送
す
る
船
の
不
正
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
船
足
改
め
・
打
米
・
沢
手
米
の
取
扱
い
方
な
ど
を
厳
格
に
規
定
す
る
た
め
に
こ
の
時
に
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
幕
府
直
営
方
式
城
米
輸
送
制
度
の
成
立
（
井
上
）
２
城
米
浦
役
人
の
任
命
ヶ
條
之
趣
を
以
万
端
可
令
裁
許
事
、
（２）
一
御
城
米
船
若
遭
難
風
打
米
仕
候
者
随
分
可
取
揚
之
、
其
場
所
之
米
井
沢
手
俵
た
り
と
も
、
大
濡
二
而
御
用
相
立
間
鋪
分
者
於
其
浦
入
札
を
以
御
為
宜
様
二
払
、
代
金
之
儀
者
国
領
半
兵
衛
力
迄
可
相
渡
之
、
附
少
々
濡
候
米
之
分
者
為
干
之
、
外
之
俵
江
し
め
り
移
不
申
様
可
仕
之
旨
船
頭
二
可
申
付事、
（３）
一
御
城
米
船
之
儀
二
付
、
万
一
難
計
用
事
於
有
之
者
、
仙
台
領
荒
浜
一
一
差
置
候
国
領
半
兵
衛
手
代
方
鰍
、
不
然
者
於
江
戸
河
村
端
賢
方
迄
成
と
も
、
手
寄
之
所
へ
令
注
進
可
受
指
図事、
（４）
一
縦
難
為
他
領
、
其
所
近
於
海
辺
御
城
米
船
之
儀
二
付
用
所
出
来
注
進
於
申
来
者
早
速
罷
越
、
可
致
裁
許
候
、
左
様
之
節
路
銀
井
飛
脚
等
之
入
用
於
有
之
者
、
追
而
遂
勘
定
、
国
領
半
兵
衛
方
よ
り
請
取
可
申
事
、
（５）
一
御
城
米
船
之
儀
者
不
及
申
、
諸
廻
船
よ
り
酒
肴
た
り
と
い
へ
と
も
、
役
人
方
へ
一
切
受
用
仕
間
鋪
事
、
寛
文
十
一
亥
十
二
月
廿
一
日
こ
の
史
料
は
磐
城
平
藩
内
藤
家
に
残
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
以
外
の
沿
岸
諸
藩
へ
も
同
様
の
法
令
が
出
さ
れ
た
も
九
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法
政
史
学
第
六
十
七
号
のと考えられる・事実、仙台藩の「仙国御郡方式脳」と
いう法令集の中にほぼ同文一一一一口の法令が残されている事がそ
の証左となろう。
史
料
の
前
半
部
分
で
は
城
米
浦
役
人
任
命
の
経
緯
が
書
か
れ
て
い
る
。
寛
文
十
一
年
に
は
河
村
瑞
賢
に
よ
っ
て
城
米
輸
送
が
行
わ
れ
た
が
、
翌
年
の
十
二
年
の
輸
送
は
福
島
代
官
国
領
半
兵
衛
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
つ
ま
り
こ
こ
で
初
め
て
在
地
代
官
所
に
よ
る
城
米
輸
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
前
年
の
河
村
端
賢
に
よ
る
城
米
輸
送
で
は
瑞
賢
の
手
代
が
各
地
に
派
遣
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
輸
送
業
務
に
関
わ
っ
て
い
た
。
福
島
代
官
所
に
よ
る
城
米
輸
送
が
開
始
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
瑞
賢
手
代
の
よ
う
に
輸
送
経
路
上
の
各
所
に
待
機
し
、
輸
送
業
務
に
あ
た
る
者
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
東
廻
り
航
路
上
の
浦
々
の
名
主
や
年
寄
の
内
か
ら
城
米
浦
役
人
を
選
ぶ
よ
う
に
沿
岸
諸
藩
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る。こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
時
城
米
浦
役
人
と
し
て
小
渕
の
石
森
小
左
衛
門
、
寒
風
沢
の
長
南
杢
之
肋
、
荒
浜
の
武
者
惣
右
衛
門
、
原
釜
の
鈴
木
孫
兵
衛
、
小
名
浜
の
野
崎
与
左
衛
門
、
平
潟
の
鈴
木
主
水
、
那
珂
湊
の
梅
原
藤
七
、
銚
子
の
伊
藤
清
左
衛
門
、
小
湊
の
滝
口
七
郎
左
衛
（羽）
門
の
九
名
が
城
米
浦
役
人
に
任
〈
叩
さ
れ
て
い
る
。
城
米
浦
役
人
が
任
命
さ
れ
た
九
つ
の
湊
は
い
ず
れ
も
東
廻
り
航
路
上
の
重
要
拠
点
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
五
ヶ
所
は
河
村
瑞
賢
の
手
代
が
派
遣
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
な
お
河
村
瑞
賢
の
手
代
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
潮
来
に
つ
い
ては城米浦役人が任命された形跡はｆ剛・
城
米
浦
役
人
に
任
命
さ
れ
た
者
へ
の
申
し
渡
し
事
項
が
史
料
の
後
半
部
分
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
具
体
的
に
城
米
浦
役
人
の
職
務
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。
第
一
条
で
は
「
兼
而
被
仰
付
候
御
條
目
」
と
「
船
中
江
書
付
相
渡
候
五
ヶ
條
」
の
内
容
を
も
と
に
職
務
を
遂
行
す
る
よ
う
に
と
あ
る
・
前
者
は
寛
文
七
年
閏
二
月
に
出
さ
れ
た
海
難
救
助
に
つ
い
て
の
法牡例ことである・この法令は「浦方御条目」または「浦
高札」と呼称され、全国的に施行されたもので血秘・後者
は
「
船
中
御
条
目
」
と
考
え
て
間
違
え
な
い
だ
ろ
う
。
第
二
条
の
内
容
は
打
米
に
よ
っ
て
で
き
た
沢
手
米
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
船
中
御
条
目
」
の
第
四
条
と
密
接
な関わりを持っている。城米輸送船が打米をした際には、
できるだけ引き揚げるようにとある・これは城米浦役人自
身が一人で城米を引き揚げることを意味するのではない。
打米の現場周辺の浦々の人足を動員し、引き揚げ作業を指
（羽〉
揮
・
監
視
す
る
こ
と
が
城
米
浦
役
人
の
職
務
な
の
で
あ
る
。
引
き
揚
げ
ら
れ
た
城
米
の
処
理
も
ま
た
城
米
浦
役
人
の
職
務
で
あ
っ
た
。
も
し
引
き
揚
げ
ら
れ
た
城
米
が
御
用
の
た
め
に
役
に
立
た
￣
○
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な
い
よ
う
な
場
合
は
入
札
に
掛
け
て
、
代
金
を
福
島
代
官
国
領
半
兵
衛
へ
渡
す
。
あ
ま
り
濡
れ
て
い
な
い
分
に
つ
い
て
は
他
の
俵
が
湿
ら
な
い
よ
う
に
船
頭
へ
申
し
つ
け
る
。
打
米
に
よ
っ
て
沢
手
米
が
で
き
た場合、城米浦役人にはこのような行動が求められたので
ある。第三
条
か
ら
は
城
米
輸
送
に
関
わ
る
「
難
計
用
事
」
が
あ
っ
た
場
合
、
荒
浜
の
国
領
半
兵
衛
手
代
か
江
戸
の
河
村
端
賢
の
も
と
へ
注
進
す
る
こ
と
が
城
米
浦
役
人
の
職
務
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
い
う
「
難
計
用
事
」
と
は
城
米
輸
送
船
の
難
破
や
不
正
行
為
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
。
第
四
条
は
城
米
輸
送
に
つ
い
て
何
か
連
絡
を
受
け
た
と
き
に
は
、
現
地
へ
出
向
い
て
対
処
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
注
目
す
べ
き
な
の
は
他
領
で
あ
っ
た
と
し
て
も
出
向
く
こ
と
が
城
米
浦
役
人
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
城
米
浦
役
人
の
任
命
は
領
主
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
城
米
浦
役
人
に
は
藩
の
境
界
を
越
え
て
城
米
に
関
す
る
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
に
延
宝
五
年
二
六
七
七
）
に
磐
城
平
藩
領
内
で
城
米
輸
送
船
が
難
破
し
た
際
に
は
磐
城
平
藩
領
内
の
小
名
浜
の
城
米
浦
役
人
で
あ
る
野
崎
与
左
衛
門
だ
け
で
な
く
、
棚
倉
藩
の
領
内
で
あ
っ
た
平
潟
の
城
米
浦
役
人
で
あ
る
鈴
木
主
水
も
現
場
に
立
ち
合
っ
（型）
て
い
る
。
幕
府
直
営
方
式
城
米
輸
送
制
度
の
成
立
（
井
上
）
ま
た
第
三
条
と
第
四
条
の
内
容
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
注
進
に
要
す
る
飛
脚
代
や
現
場
に
出
向
く
た
め
の
路
銀
な
ど
の
費
用
は
福
島
代
官
所
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
第
五
条
に
は
、
諸
廻
船
か
ら
酒
肴
な
ど
一
切
受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
城
米
輸
送
に
携
わ
る
以
上
、
不
正
を
防
ぐ
た
め
に
厳
格
に
賄
賂
の
禁
止
を
規
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た。こ
れ
ら
の
職
務
以
外
に
、
城
米
輸
送
船
が
湊
に
着
い
た
際
の
船
足
改
め
を
行
う
こ
と
も
城
米
浦
役
人
の
職
務
で
あ
っ
た
こ
と
が
城
米
の
（弱）
送
状
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
河
村
端
賢
に
よ
る
輸
送
の
際
に
制
度
化
さ
れ
た
船
足
改
め
は
、
福
島
代
官
所
に
よ
る
輸
送
時
に
は
城
米
浦
役
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
寛
文
十
一
年
に
任
命
さ
れ
た
城
米
浦
役
人
は
城
米
の
引
き
揚
げ
作
業
・
沢
手
米
の
処
理
・
城
米
輸
送
船
の
船
足
改
め
な
ど
城
米
輸
送
業
務
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
城
米
浦
役
人
は
寛
文
十
一
年
の
城
米
輸
送
時
に
河
村
瑞
賢
の
手
代
が
担
っ
て
い
た
役
割
を
受
け
継
い
で
、
城
米
輸
送
に
携
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
城
米
浦
役
人
は
福
島
代
官
所
か
ら
派
遣
す
る
の
で
は
な
く
、
各
湊
の
有
力
者
が
選
ば
れ
た
、
城
米
輸
送
が
福
島
代
官
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
限
ら
れ
た
代
官
手
代
を
各
湊
へ
配
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
代
官
手
代
の
代
わ
り
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に
各
湊
の
有
力
者
を
城
米
浦
役
人
に
任
命
し
て
城
米
輸
送
に
関
わ
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
城
米
輸
送
に
関
わ
る
航
路
上
の
諸
作
業
を
こ
な
す
の
に
は
代
官
所
か
ら
派
遣
さ
れ
る
手
代
よ
り
も
地
元
に
精
通
し
た
者
の
ほ
う
が
適
任
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
城
米
浦
役
人
に
任
命
さ
れ
た
者
は
五
人
扶
持
や
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
扶
持
米
に
つ
い
（妬）
て
は
福
島
代
官
所
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
上
、
こ
こ
で
は
、
寛
文
十
一
年
十
二
月
に
制
定
さ
れ
た
「
船
中
御
条
目
」
と
、
城
米
浦
役
人
の
任
命
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
河
村
瑞
賢
に
よ
る
城
米
輸
送
を
経
て
、
城
米
輸
送
は
福
島
代
官
所
の
指
揮
の
下
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
城
米
輸
送
船
の
遵
守
規
則
と
し
て
「
船
中
御
条
目
」
を
制
定
し
、
航
路
上
の
要
所
に
城
米
浦
役
人
を
配
置
し
た
の
で
あ
っ
た
。
寛
文
五
年
か
ら
十
年
の
城
米
輸
送
で
は
請
負
商
人
が
、
寛
文
十
一
年
の
城
米
輸
送
で
は
河
村
端
賢
が
そ
れ
ぞ
れ
輸
送
を
指
揮
し
、
幕
府
や
代
官
所
は
輸
送
に
間
接
的
に
関
わ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
寛
文
十
二
年
以
降
の
城
米
輸
送
で
は
禰
島
代
官
所
に
よ
る
指
揮
の
下
で
城
米
輸
送
が
行
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
幕
府
南
営
方
式
に
な
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
城
米
輸
送
制
度
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
寛
文
期
よ
り
開
始
さ
れ
た
陸
奥
国
福
島
領
の
城
米
輸
送
法
政
史
学
第
六
十
七
号
の
変
遷
を
み
て
き
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
初
は
商
人
の
請
負
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
輸
送
方
式
が
、
福
島
代
官
所
に
よ
る
幕
府
直
営
方
式
の
輸
送
方
式
に
移
行
す
る
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
当
初
の
商
人
請
負
方
式
の
城
米
輸
送
体
制
の
も
と
で
は
、
幕
府
は
城
米
輸
送
に
際
し
て
沿
岸
地
域
に
浦
触
を
発
し
た
も
の
の
、
城
米
輸
送
自
体
に
は
関
与
せ
ず
、
輸
送
は
専
ら
請
負
人
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
商
人
請
負
方
式
で
の
城
米
輸
送
は
寛
文
十
年
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
城
米
輸
送
に
変
革
を
加
え
た
の
が
河
村
端
賢
で
あ
る
。
河
村
端
賢
は
寛
文
十
一
年
の
城
米
輸
送
を
指
揮
し
た
。
ま
ず
城
米
輸
送
の
経
路
を
、
そ
れ
ま
で
の
銚
子
口
か
ら
利
根
川
舟
運
に
接
続
し
江
戸
へ
輸
送
す
る
経
路
で
は
な
く
、
直
接
江
戸
ま
で
海
路
の
み
で
輸
送
す
る
経
路
に
変
更
し
た
。
そ
し
て
そ
の
経
路
上
の
重
要
拠
点
へ
白
身
の
手
代
を
駐
在
さ
せ
、
城
米
輸
送
を
艦
視
さ
せ
る
と
と
も
に
、
不
測
の
事
態
に
備
え
さ
せ
た
。
ま
た
輸
送
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
船
足
改
め
の
制
度
化
を
行
っ
た
。
河
村
端
賢
が
福
島
領
城
米
輸
送
を
夜
接
指
揮
し
た
の
は
寛
文
十
一
年
の
輸
送
の
み
で
あ
る
。
こ
の
河
村
瑞
賢
に
よ
る
城
米
輸
送
を
商
人
請
負
方
式
で
あ
る
と
も
評
価
で
き
よ
う
。
しかし、城米輸送経路の変更・城米輸送監視体制・船足改
め
の
制
度
化
な
ど
、
河
村
瑞
賢
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
改
良
点
は
翌
年
以
降
の
福
島
代
官
所
に
よ
る
直
営
方
式
の
城
米
輸
送
制
度
に
生
か
一一一
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さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
河
村
瑞
賢
の
輸
送
は
、
商
人
請負方式から幕府直営方式への移行期であったと位置づけ
ら
れ
よ
う
。
この河村端賢の輸送を継承して翌年以降福島代官所によ
る
輸
送
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
寛
文
十
一
年
十
二
月
に
城
米
輸
送
船
の
規
定
と
し
て
「
船
中
御
条
目
」
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
廻
り
航
路
上
の
重
要
拠
点
で
は
城
米
浦
役
人
が
任
命
さ
れ
、
彼
ら
は
城
米
輸
送
業
務
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
商
人
請
負
方
式
の
輸
送
時
や
河
村
瑞
賢
の
輸
送
時
と
は
異
な
り
、
寛
文
十
二
年
以
降
の
輸
送
で
は
、
幕
府
の
出
先
機
関
で
あ
る
福
島
代
官
所
が
城
米
輸
送
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
城
米
輸
送
を
行
う
前
に
、
城
米
輸
送
船
の
遵
守
規
則
と
し
て
「
船
中
御
条
目
」
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
輸
送
中
の
城
米
の
取
扱
い
に
関
す
る
諸
作
法
を
厳
格
に
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
河
村
端
賢
の
輸
送
時
に
瑞
賢
の
手
代
が
果
た
し
て
い
た
役
割
を
担
う
べ
く
、
航
路
上
の
重
要
拠
点
で
在地の有力者を城米浦役人として任命し、城米輸送業務を
行
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
制
面
で
の
整
備
の
過
程
を
経
て
、
寛
文
十
二
年
の
城
米
輸
送
は
福
島
代
官
所
の
指
揮
の
下
、
幕
府
直
営
方
式
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
方
式
は
こ
れ
以
降
の
城
米
輸
送
で
も
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
幕
府
直
営
方
式
の
城
米
輸
送
制
度
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
幕
府
直
営
方
式
城
米
輸
送
制
度
の
成
立
（
井
上
）
本
稿
は
主
に
法
制
面
に
つ
い
て
検
討
し
た
た
め
、
実
態
面
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
城
米
輸
送
の
実
態
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
た
い
。
註（
１
）
古
田
良
一
「
東
廻
海
運
及
び
西
廻
海
運
の
研
究
」
Ｓ
東
北
帝
大
奥
羽史料調査部研究報告」一一一、一九川二年）。後に福井県立
図
書
館
・
福
井
県
郷
士
誌
懇
談
会
編
『
日
本
海
海
運
史
の
研
究
』
二
九
六
七
年
）
に
所
収
。
な
お
河
村
瑞
賢
に
つ
い
て
は
、
古
川
良
一
「
河
村
瑞
賢
」
（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）
が
ある。
（
２
）
渡
辺
信
夫
「
日
本
海
運
史
の
研
究
」
（
渡
辺
信
夫
歴
史
論
集
二
、
清
文
堂
出
版
、
二
○
○
二
年
）
。
（
３
）
新
井
白
石
箸
「
奥
羽
海
運
記
」
Ｓ
新
井
ｎ
石
全
集
」
第
三
巻
、
国
書刊行会）。
（
４
）
渡
辺
信
夫
註
（
２
）
前
掲
書
。
（
５
）
西
廻
り
航
路
に
お
け
る
城
米
輸
送
に
つ
い
て
は
阿
部
善
雄
「
江
戸
城米の廻送と蔵納」（前掲註（１）「日本海海運史の研究」
所
収
）
、
石
井
謙
治
「
西
廻
り
に
よ
る
出
羽
国
江
戸
城
米
の
廻
送
に
つ
い
て
Ｉ
と
く
に
航
海
関
係
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
前
掲
註
（
１
）
「日本海海運史の研究」所収）等がある。
（
６
）
明
治
大
学
博
物
館
所
蔵
「
内
藤
家
文
書
」
。
目
録
は
明
治
大
学
図
書
館
編
「
明
治
大
学
所
蔵
内
藤
家
文
書
Ⅱ
録
」
二
九
六
五
年
）
と
一
一
一
一
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明
治
大
学
刑
事
博
物
館
編
「
内
藤
家
文
書
増
補
・
追
加
目
録
」
（
第
一巻～第九巻、以下続刊中）がある。
（
７
）
渡
辺
信
夫
「
河
村
端
贄
と
海
運
」
（
「
歴
史
教
育
」
一
五
’
一
一
号、’九六七年）。後に渡辺信夫註（２）前掲書に所収。
（
８
）
近
世
史
料
研
究
会
編
「
江
戸
町
触
集
成
」
（
第
一
巻
、
塙
書
房
）
一
五
六
頁
。
な
お
「
江
戸
町
触
集
成
』
所
収
の
城
米
輸
送
関
連
史
料
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
片
倉
比
佐
子
「
江
戸
町
触
と
城
米
輸
送
史
料」（「交通史研究」三二号、一九九四年）がある。
（
９
）
前
掲
「
江
戸
町
触
集
成
」
（
第
一
巻
）
一
七
八
頁
。
（Ⅷ）前掲「江戸町触集成」（第一巻）二○五頁。
（
、
）
前
掲
「
江
戸
町
触
集
成
」
（
第
一
巻
）
所
収
の
町
触
参
照
。
（
、
）
渡
辺
信
夫
註
（
７
）
前
掲
論
文
。
（
田
）
渡
辺
信
夫
註
（
７
）
前
掲
論
文
。
（
ｕ
）
那
珂
湊
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
那
珂
湊
市
史
料
」
（
第
一
四
集
近
世
破
船
編
）
一
三
頁
～
一
四
頁
。
（
囮
）
大
田
南
畝
編
「
竹
橋
余
筆
同
別
集
・
竹
橋
議
簡
合
本
」
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
）
一
六
六
頁
。
（
肥
）
た
だ
し
、
城
米
を
海
船
か
ら
川
船
に
積
み
替
え
る
場
所
が
ど
こ
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
当
然
の
よ
う
に
銚
子
で
積
み
替
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
渡
辺
英
夫
氏
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
初
期
東
廻
り
海
運
と
利
根
川
舟
運
の
結
節
点
で
あ
っ
た
潮
来
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
渡
辺
英
夫
箸
「
東
廻
海
運
史
の
研
究
」
山
川
出
版
社
、
二
○
○
二
年
）
。
渡
辺
英
夫
氏
の
分
析
対
象
は
仙
台
藩
や
津
軽
藩
で
あ
る
が
、
城
米
の
場
法
政
史
学
第
六
十
七
号
合
も
潮
来
で
積
み
替
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（Ⅳ）前掲『江戸町触集成」（第一巻）二六一頁。
（
旧
）
内
藤
家
文
書
（
明
治
大
学
博
物
館
所
蔵
）
。
目
録
に
は
「
老
中
奉
書
寛
文
十
成
年
十
二
月
朔
日
」
と
あ
る
。
（
旧
）
船
足
改
め
に
つ
い
て
は
、
石
井
謙
治
「
御
城
米
積
船
に
お
け
る
船
足
制
限
に
つ
い
て
」
Ｓ
海
事
史
研
究
」
二
九
号
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
っ
た
。
（別）内藤家文書一’’四’二九。
（
Ⅲ
）
な
お
「
奥
羽
海
運
記
」
に
輸
送
船
を
監
視
し
た
と
い
う
「
立
務
場
」
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
河
村
瑞
賢
の
手
代
が
駐
在
し
た
場
所
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
皿
）
渡
辺
信
夫
「
幕
藩
制
確
立
期
の
商
品
流
通
」
（
柏
書
房
、
一
九
六
六
年
）
三
○
一
頁
。
渡
辺
英
夫
「
東
廻
海
運
の
初
期
段
階
ｌ
常
陸
国
潮
来
を
中
心
に
ｌ
」
（
羽
下
徳
彦
編
「
北
日
本
中
世
史
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
○
年
。
後
に
渡
辺
英
夫
註
（
胆
）
前
掲
書
に
所
収）。
（
空
渡
辺
信
夫
註
（
７
）
前
掲
論
文
。
（別）「奥羽海運記」に「令翠福島官吏一毎歳照二依瑞賢法制、漕二
運
官
糧
」
と
あ
り
、
福
島
代
官
が
河
村
端
賢
の
輸
送
方
法
に
依
拠
し
て
城
米
を
輸
送
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
（妬）内藤家文書三’九’二。
（邪）当初「御城米役人」と史料中にでてくるが、次第に「御
城
米
浦
役
人
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
稿
で
は
統
一
し
て
一
四
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（型）内藤家文書一’九’一一一二二’六。
（
翌
城
米
送
状
に
は
各
地
の
城
米
浦
役
人
に
対
す
る
「
何
之
湊
へ
入
船
候
共
舟
足
改
之
、
極
印
其
外
人
念
相
改
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
（
内
藤
家
文
書
一
’
九
’
一
一
一
二
二
’
六
）
。
極
印
と
は
船
足
極
印
の
こ
と
（
翌
束
廻
り
航
路
の
沿
岸
部
各
地
に
城
米
輸
送
船
が
破
船
し
た
際
に
発
行
さ
れ
た
浦
証
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
浦
証
文
に
は
破
船
の
あ
ら
ま
し
の
他
に
、
城
米
の
引
き
１
げ
作
業
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
城
米
油
役
人
が
主
導
的
に
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
し
く
述
べ
た
い
と
考
え
（
虹
）
内
藤
家
文
（
釦
）
金
指
正
三
九六八年）。
城
米
浦
役
人
と
表
記
す
る
。
（
〃
）
内
藤
家
文
書
三
’
九
ｌ
｜
・
（
聖
近
肚
村
落
研
究
会
編
「
仙
台
藩
農
政
の
研
究
」
（
丸
善
、
一
九
五
八年）に所収。
（羽）「勤功書上」（武者惣蔵家文書、亘理町立郷士資料館保
符）。
（釦）寛文十一年「奥州洲辺役人呵指個覚」（内藤家文抵Ⅱ三’
九
’
三
六
）
や
延
宝
近
年
の
城
米
送
状
写
（
内
藤
家
文
書
一
’
九
’
三
二
二
’
六
）
な
ど
に
も
城
米
浦
役
人
の
記
述
が
あ
る
が
、
潮
来
の
城
米
浦
役
人
の
記
載
は
無
い
。
従
っ
て
潮
来
に
城
米
浦
役
人
は
満
か
幕
府
直
営
方
式
城
米
輸
送
制
度
の
成
立
（
井
上
）
九
’
三
六
）
や
延
宝
近
年
の
城
一
三二二’六）などにも城米些
城
米
浦
役
人
の
記
載
は
無
い
。
紅
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
できる。
ている。
内藤家文書一一一’一二’一四。
金
指
正
三
「
近
世
海
難
救
助
制
度
の
研
究
」
（
吉
川
弘
文
館
、
［
付
記
］
本
稿
で
使
用
し
た
史
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
、
内
藤
家
文
書
に
つ
い
て
は
明
治
大
学
博
物
館
の
方
々
に
、
ま
た
武
者
家
文
書
に
つ
い
て
は
武
肴
惣
蔵
氏
及
び
亘
瑚
町
立
郷
士
資
料
館
の
方
々
に
お
仙
話
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
本
柚
は
二
○
○
五
年
一
川
に
法
政
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
北
論
文
の
一
部
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
あ
た
っ
て
、
澤
登
寛
聡
先
生
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
で
す
が
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
である。
（茄）前掲註（羽）武者家文書「勤功書上」。
一
五
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